
 

202２年度 魚住まちづくり協議会 事業計画（案） 

     

■ビジョン/スローガン■ 
（2015～2024 年 10 ヶ年まちづくり計画書から） 

   ビ ジ ョ ン：人と人が交流し、人と自然が共生するいつまでも安心して住み続けたいまち 

   スローガン：やりたいことを、仲間と一緒に、楽しく、長く活動を続けていこう！！ 

 

■202２年度は変革 3 ヶ年計画の 1 年目■ 

   重点ポイント） 

 

 

 

■全体事業計画■ 
 

３ 大 行 事） 
・9/1７（土）             

  ・10/１（土）、予備日：２（日）      

  ・2023/1/14（土）、予備日：15（日）  

 

  

 各 事 業） 

  ・まちづくりアンケート結果、分析からの展開 

→楽しそう、面白そう、やる気をさそう 

→「やりたいこと」を活動につなげていく仕組みづくりを役員会と連携して進める 

→「アンケート企画チーム」から「チーム・インフラ（活動環境整備チーム）」へ 

コーデイネイトと広報が大切 

「（仮）まちづくりサロン」の継続的運営  第１回：6 月 19 日（日）開催 

  ・まちづくり協議会内の部会や他活動グループとの交流強化 

  ・地区他団体との交流会の実施  (情報共有・連携強化) 

・魚住幼稚園、魚住小学校との連携強化 (まちづくり・防災関連) 

 

広     報） 

  ・運営体制を見直し、強化する 

・ホームページ       随時 

・LINE           毎週金曜日 

・広報「まち協だより」    季刊（年 4 回） 

 ・まちづくりアンケートの分析→新たなまちづくりの土台作り 

 ・新たな繋がり、活動の充実、拡がり、次世代に引き継げる体制づくりを目指す 

 ・災害への備えを住民・自治会・まちづくり協議会で協力しながら進める 

敬 老 会 

う お ず み 祭 り 

左 義 長 

第 6 号議案 



 

 

校区防災事業） 

    特に重要な自助・共助を各家庭、自治会、まちづくり協議会本部がそれぞれの 

役割を理解し連携しながらより実践的な講座、訓練を行う 

・避難所開設運営訓練 地域全体で 1 回実施 

  開設までの準備をカードを使いながら避難者が行う訓練を重ねる 

   ・要支援者対策も含め各自治会の防災力アップに向けサポ－ト 

   ・避難所運営用備品の更なる充実(トイレ・水・炊き出し・睡眠道具) 

     ・「防災だより」の発行 

 

各 部 会 計 画） 

  健康・福祉部会 ～世代を超えて声を掛け合う健康で明るいまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  安全部会 ～地域のみんなで安全安心を肌で感じられるまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

・健康寿命を延ばす活動及びフレイル予防活動 

  きずなサロン(月１回)、元気アップ体操(月２回)の継続と充実 

 市の出前健診(10 月 22 日)の実施 

・地域内他団体等との交流・連携 

 まちなかゾーン会議のズームによるリモート会議への参加(随時) 

他のまちづくり協議会との交流を図る 

・地域住民のつながりを広める活動 

  あいさつ、声かけ運動の推進（まち協全体活動と連動） 

・新しいメンバーを増やし、部活動の活性化を図る。 

・あいさつ運動の実施 

  児童・生徒・地域の人々と実施  （各高校と挨拶週間、月間を共同で）   

・みんなで見守る活動 

  スクールガード活動～登下校・学校園の見守り 

  地域のみんなで見守る活動～交通安全・防犯 

通学路安全会議で学校園・地域自治会・PTA・県・市と連携 

青パト防犯活動 

不審者情報への対応 

・連携して情報共有、対策の検討を行う 

  安全部会、SG 定例会の開催 

  SG 安全研修（明石市）、地域安全見守り研修（兵庫県）への参加 

  魚住町防犯情報連絡会 

SG 活動（年間）SG 定例会（毎週金曜日）安全部会（月 1 回） 

市・県研修（年２回）魚住町連絡会（2 カ月に１回）青パト（月１回） 

・新規事業 

地域清掃活動(自然・環境・歴史部会と合同) 

  活動の継続（SG 登録者数 ３２名（2022.4.1 現在）） 

いつでも、どこでも、誰もが参加しやすく活動しやすいこと 

新規メンバーを増やす 



 

自然・環境・歴史部会 ～ふるさとの自然と文化を体感しながら 

守り続け誇りに思えるまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと・未来（子どもを育む） 

 

 

 

 

 

そ の 他 事 業）  

・四季ごとに変わる金ケ崎公園を体感できる事業 

  親子自然体験㏌金ヶ崎公園(１回開催) 

・金ケ崎公園の自然環境の保全に取り組む 

  エコウイングあかし主催 

金ヶ崎公園の自然観察・里山整備の体験イベント開催(２回) 

・ごみ捨てマナーキャンペーンやできる場所から清掃活動 

  ポイ捨て防止キャンペーンと清掃活動(ごみ拾いイベント開催) 

・魚住小学校区の歴史・文化を掘り起こし、地域住民と共有 

  地域の史跡のアピール 

   ◎看板新設 ◎設置済看板(７ヵ所)の管理〈草刈・清掃〉 

  近隣地域の史跡探訪 

   設置済看板を巡るウォーキングイベントを開催 

   ※7 ヵ所(邑美駅家(おうみのうまや)・金ヶ崎公園・金ヶ崎神社・淡山疎水 

                    日向堂・浜西神社・鴨池掘割緑地) 

・部会研修会 

・誰もが気軽に参加できるイベントを目的の一つとする 

・各世代、各自治会(ごみ減量推進員)、各部会との連携強化 

・個々の緩やかなつながりから活動を拡げる 

・通学路安全対策会議の継続開催 

 ・みんな de 菜園   参加者主体での本格的な菜園活動 

 ・みんな de ごはん  不定期開催 

(新型コロナウイルス感染症の流行状況による) 

 ・みんな de お勉強    毎週水曜日 

 ・こども夢文庫 開設 毎週火曜日 午前、午後 

 ・魚小 3 年環境体験学習、魚小 5 年防災授業、魚小 6 年まちづくり授業 

  ・11/７～11/1１ トライやる・ウィーク 魚住東中受け入れ 

 ・清水高校ボランティア部との交流 

  

・喫茶くすのき 火曜日～金曜日開催予定 

・映画観賞会  不定期開催(新型コロナウイルス感染症の流行状況による) 

   

 

  

  


